
平成24年度在宅医療連携拠点事業 

チームかまいしの活動と成果 

平成25年3月23日（土） 

釜石市保健福祉部健康推進課 

地域医療連携推進室 
 

 
釜石市の郷土芸能:虎舞 



面積   441.32K㎡ 
人口   39,996人 

（H23.2月末住民登録） 

高齢化率 約34％ 
 
東日本大震災の 
死者+行方不明者1,040名(2.6％) 

被災家屋数   4,702戸 

釜石市の紹介・地域の背景 

釜石市 

盛岡市 

鉄と魚のまち 
・近代製鉄発祥の地 
・三陸漁場の中心港 

大槌町 



                   在宅医療連携拠点 

         チームかまいしコアスタッフ 

釜石医師会から派遣されて
います。医師会の介護在宅
診療部会長です♪ 
 
毎日診療前後にチームかま
いし事務室に来てmeeting
を行っています。 

連携コーディネーターです♪ 

 

釜石市では、       
釜石医師会との強力な連携
により拠点事業が進められ
ています。 

 



  釜石市保健福祉センター 



          多職種連携の課題に対する解決策の抽出 

 7/24釜石市在宅医療連携拠点事業推進協議会 
 9/5釜石・大槌地域在宅医療連携体制検討会 
 10/9柏市-釜石市多職種合同研修会 
 10/29介護版死亡症例検討会 ※包括支援センターと共催 

 11/5多職種合同研修会 
 1/28釜石・大槌地域在宅医療連携体制検討会  
  (地域包括ケアを考える懇話会同時開催) 

 

 

検討会で発言する地域包括ケアを考える懇話会メンバー 

釜石・大槌地域在宅医療連携体制検討会は、 

釜石医師会主催により平成19年から開催されています。 

在宅医療のみならず地域連携について協議し、 

多職種間のコンセンサスを形成する場となっています。 

70名前後が出席する大会議です。 

多職種が一同に会する場の設定 



   効率的な医療提供のための多職種連携 

 連携の基盤づくり 

   歯科医師会との打ち合わせ会4回実施 

  薬剤師会との打ち合わせ会3回実施 

  作業療法士との打ち合わせ会1回実施 

 

 
 

 

 

◆◆ルールをつくらないのがルール◆◆◆ 

この打ち合わせ会は、 

何かを決めるための会議ではなく、 

出席者間のコンセンサスを得るための集まりであり、 

多職種がお互いの事情を言い出せる 

土壌づくりを目的としています! 

意識醸成はコツコツと時間をかけて･･･ 



   在宅医療従事者の負担軽減 

   
 サイボウズLive試験的運用 

 ネットワークシステム導入に関する情報収集と検討 

 
 

 

 



          在宅医療に関する 

     地域住民への普及啓発 

 関係職種向けチラシ作成配布 

 ホームページの開設と運用 

    http://www11.ocn.ne.jp/~zaitaku/ 

 地域連携だより「Face to Face」発行 

 広報かまいし「チームかまいし通信」連載中 

 研修会の実施 

 出前講座の実施 

 

 
地区民生児童委員協議会定例会での出前講座の様子 



         在宅医療に従事する人材育成 

 8/20地域包括支援センター職員研修実施 

 10/13-14都道府県リーダー研修参加 

 10/29介護版死亡症例検討会実施 

 10/9、11/5多職種合同研修会実施 

 12/16、1/27岩手県主催地域リーダー研修の実施、
参加 

 連携コーディネーター育成研修の実施 全30回 

 

 



          復興を内包した 

          地域包括ケアのまちづくり 

 地域包括ケアを考える懇話会（会長:釜石医師会長） 

  東日本大震災の復興事業が本格化する中、高齢者が住み慣れた地域で自
立して住み続けることができるよう、地域包括ケアのあり方を検討 

 

2/27提言「生きる希望にあふれたまちづくり」 
 

 
第１回 
懇話会 

 
 
10/9多職種研
修会、約 100
名の参加 

 

提
言
案 

事
務
局
作
成 

11/8主要団体
との 

意見交換会 提
言 

子育て関係者に 

インタビュー実
施 

意見とりまとめ資料作成 

第２回 
懇話会 

関係者に提言案を事前送付 

12/27 1/28 

 
11/29 

第３回懇話会 

釜石大槌地域 

在宅医療連携 

体制検討会 

 

2/27 

釜石市長に提言書を手渡す小泉嘉明会長 


